
使用上のご注意



乗り降りの際にはブレーキレバーに体
重をかけないでください。
レバーが破損・変形し、転倒する恐れ
があります。

制動用ブレーキは、介助者がブレーキ
レバーを左右同時に握ってかけてくだ
さい。
転倒など事故やけがにつながる恐れがあり
ます。

使用する前に、両側の背折れジョイン
トが確実にロックされていることを確
認してください。
ロックされていないと、使用者が後方
に転倒する恐れがあります。

アームサポートやフット・レッグサポ
ートを持って車いすを持ち上げないで
ください。
アームサポートやフット・レッグサポ
ートのロックが外れ、けがをする恐れ
があります。

各部を調整する場合は平坦な場所で行って
ください。
車いすが動きだし、事故やけがにつながる
恐れがあります。

車いすを駐車するときは、水平で平坦な場
所に駐車してください。　
坂道等の傾斜のある場所では、駐車用ブレ
ーキを使用しても車いすが動く場合があり、
転倒など事故につながる恐れがあります。

ティルト操作は必ず介助者が行ってくださ
い。

ティルトさせた状態で乗り降りしないでく
ださい。
転倒など事故やけがにつながる恐れがあり
ます。

ティルト操作は、使用者の手や腕がアーム
サポートよりも外に出ていないことを十分
に確認してから行ってください。
使用者の手や腕がアームサポートよりも外
に出ていると、手や腕をはさみけがをする
恐れがあります。

ティルトさせた状態で段を乗り越えたり、
スロープを通過しないでください。
転倒など事故につながる恐れがあります。

走行中は、アームサポートフレームの跳ね
上げ、フット・レッグサポートの開閉、
ティルト操作等をしないでください。
事故やけがにつながる恐れがあります。

跳ね上げ式アームサポートを跳ね上げた状
態で走行しないください。
使用者が車いすから落ちて、事故やけがに
つながる恐れがあります。

跳ね上げ式アームサポートを戻した後は、
必ずロックされたことを確認してください。
使用中に外れると、事故やけがにつながる
恐れがあります。

開き式フット・レッグサポートを開いた状
態で走行しないでください。
事故やけがにつながる恐れがあります。

開き式フット・レッグサポートを閉じた後
は、必ずフックで固定されたことを確認し
てください。
事故やけがにつながる恐れがあります。

乗り降りの際に、上げたフットサポート
に足が当たらないよう注意してください。
けがをする恐れがあります。

タイヤの空気圧低下に注意し、必要な場合
は補充してください。
タイヤの空気圧が低下すると、駐車用ブレ
ーキが効かなくなる場合があります。また、
空気圧が低下した状態で使用すると、タイ
ヤやチューブを傷め、破損するおそれがあ
ります。














